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衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
君
提
出
我
が
国
の
漁
業
振
興
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

平
成
二
十
二
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
水
産
資
源
の
回
復
や
漁
業
経
営
の
支
援
等
に
取
り
組
む
た
め
、
水
産
関
係
予
算
額

と
し
て
約
千
八
百
十
九
億
円
を
計
上
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平
成
二
十
一
年
度
当
初
予
算
に
お
け
る
額
約
二
千
三
百
六

十
二
億
円
と
比
べ
て
約
五
百
四
十
三
億
円
の
減
少
、
平
成
二
十
一
年
八
月
三
十
一
日
に
農
林
水
産
省
が
財
務
省
に
提
出
し
た

平
成
二
十
二
年
度
予
算
概
算
要
求
に
お
け
る
額
と
比
べ
て
約
千
五
十
七
億
円
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
漁
業
緊
急
対
策
事
業
」
は
、
漁
業
者
の
資
金
繰
り
を
支
援
す
る
た
め
、
平
成
二
十
一
年
度
第
一
次
補
正
予
算

に
お
い
て
措
置
し
た
漁
業
緊
急
保
証
対
策
事
業
を
指
す
も
の
と
考
え
る
が
、
本
事
業
に
つ
い
て
は
、
同
年
度
第
二
次
補
正
予

算
に
お
い
て
、
本
事
業
の
保
証
枠
を
拡
大
し
つ
つ
事
業
期
間
を
平
成
二
十
二
年
度
末
ま
で
延
長
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
事

業
の
平
成
二
十
三
年
度
以
降
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

四
に
つ
い
て

沿
岸
漁
業
と
沖
合
漁
業
の
共
存
の
た
め
に
は
、
漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
の
規
制
等
を
通
じ
て

一



資
源
を
適
切
に
管
理
す
る
と
と
も
に
、
当
事
者
間
の
十
分
な
話
合
い
に
よ
り
適
切
な
操
業
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
政
府
と
し
て
は
、
今
後
と
も
、
必
要
に
応
じ
て
当
事
者
間
の
話
合
い
の
あ
っ
せ
ん
を
行
う
等
適
切
に
対
応
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
る
。

二


